
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

認証・登録番号 0001034      

（対象期間：2018年 6 月 1日～2019年 5 月 31日） 

 

 
ＢＩＹ防災バッグ肩掛けタイプ 

作成日：2019 年 8 月 15 日 

更新日：   年 月  日 

この紙は端紙を使用しています 

マツシロ株式会社 
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■ごあいさつ 

気象庁は今年防災気象情報を警戒レベル 5段階の運用を始めました。それだけ今までにない大雨や台風など

が頻繁に発生するようになったことを表しています。夏の暑さも相変わらず 35度を大幅に超える猛暑日が続い

ています。私たちは今までの常識以上の対応を求められるようになっています。弊社も防災に関しての商品開

発を行い、ＢＩＹ防災バッグという新商品を 2月に売り出しました。エコアクション 21の活動を通じて環境に

ついて深くかかわります。また、ＦＣ大阪のスポンサーとなり、彼らが行っている貧困層の子供たちへの寄付

を実施することによりＳＤＧｓにも積極的に活動することにします。 

 

2019年 8月 

代表取締役社長 松城幹夫 

 

環境経営方針 

当社は、紙袋の製造販売メーカーとして、丈夫で何度でも使用していただける、高品質の商品を製造する

ことに力を入れ約半世紀が経過しました。とは云え、残念ながら紙袋は最終的にはごみとなってしまう商品

です。そのため、当社は以前から常々環境を意識してまいりました。 

当社経営方針の中に、「環境を意識して、地域社会に信頼され、社会に貢献する会社になります」という項

目があります。この方針を追求する為、全社一丸となって積極的に、自主的に環境経営システムを構築・運

用し、保全活動を追及していきます。当社の事業活動における環境負荷の低減、地域社会および地球環境の

改善を行うために行動指針を制定します。 

 

 行動指針 

 

1. 地球温暖化緩和のための省エネルギー 

 

2. 資源の有効利用 

 

3. 廃棄物の削減 

 

4. 有害化学物質の使用禁止 

 

5. グリーン調達並びに環境にやさしい商品生産と企画及び販売 

 

以上について、環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努めます。 

 

 環境関連規制及び当社が約束した事柄を順守します。 

 

 環境への取り組みを環境活動レポートとして公表します。 

制定日：2005 年 10月 21日 

改定日：2019年 6月 24日 

 

代表取締役社長  松城 幹夫    
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取組の対象組織・活動 

■組織の概要 

（1）名称及び代表者名 

マツシロ株式会社 

代表取締役社長 松城 幹夫 

 

（2）所在地 

本社/工場：大阪府東大阪市角田 1丁目 10番 8号 

 

（3）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

責任者 物流管理課：山本 豪  TEL：072-962-1431 

担当者 物流管理課：山本 豪  TEL：072-962-1431 

 

（4）事業内容 

紙袋及び袋物全般の製造・企画・販売 

雑貨小物の製造・企画・販売 

主要製品：紙・ポリプロピレン完全分別紙袋、ポリプロピレンビニール被せ紙袋、 

       レジかご対応バッグ(エコマイラインバッグ)、環境対応買い物袋 等 

ホームページ：http://www.m-elitebag.co.jp 

 

（5）事業の規模 

主要製品生産量 227トン／年 

従業員     11 名 

本社/工場延べ床面積  3,976㎡ 

 

（6）事業年度 

6月～5月 

 

■認証・登録の対象組織・活動 

登録組織名：マツシロ株式会社 

活動   ：紙袋及び袋物全般の製造・企画・販売 

 

■環境目標とその実績 

本社/工場における主要な環境負荷と環境目標及びその実績は次のとおりです。 

年 度 

項 目 

2013 年度 2018 年度 2019 年度 2020年度 

(基準年) （目標） （実績） （目標） （目標） 

電力の省エネ(0.493kg-CO2/kWh) （kg-CO2） 32,190.44 24,464.73 26,468.68 24,464.73 24,464.73 

自動車燃料の削減 （kg-CO2） 9,815.75 7,656.28 6,923.31 7,361.81 7,361.81 

都市ガス （kg-CO2） ― ― 16.64 ― ― 

二酸化炭素排出量合計（kg-CO2） 42,006.19 32,121.01 33,408.63 31,826.54 31,826.54 

可燃廃棄物の削減 （kg/年） 2,880.00 1,872.00 2,400.00 1,872.00 1,872.00 

節水 （㎥/年） 80.00 64.00 61.00 63.20 63.20 

環境配慮製品の販売促進 （万円/年） 6,192.66 8,979.36 8,615.77 8,979.36 8,979.36 

※有害化学物質の使用禁止は、製品への環境配慮として取り組む 

※グリーン調達は、製品への環境配慮及び電力の省エネ、自動車燃料の削減手段として取り組む 

 

 

         

http://www.m-elitebag.co.jp/
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■環境経営組織図及び役割・責任・権限表（実施体制の構築） 

マツシロ株式会社 環境経営システム組織図 

更新日 平成 30年 1月 1日 

 

 

 

 役割・責任・権限 

代表者(社長) ・環境経営に関する統括責任 
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備 
・環境管理責任者を任命 
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 
・環境目標・環境活動計画書を承認 
・代表者による全体の評価と見直しを実施 
・環境活動レポートの承認 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認 
・環境目標・環境活動計画書を確認 
・環境活動の取組結果を代表者へ報告 
・環境活動レポートの確認 

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局 
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 
・環境目標、環境活動計画書原案の作成 
・環境活動の実績集計 
・環境関連法規等取りまとめ表の作成 
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

実施責任者 ・責任部門における環境方針の周知 
・責任部門の従業員に対する教育訓練の実施 
・責任部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 
・特定された項目の手順書作成及び運用管理 
・責任部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、試行・訓練を実施、

記録の作成 
・責任部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

朝礼など ・環境活動計画の審議 
・環境活動実績の確認・評価 

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

営
業
部 

物
流
部 

製
造
部 

環境管理責任者 
 物流管理課 山本 豪 
 
 

代表者（社長） 
松城幹夫 

環境事務局 
 物流部事務課 阪尾尚子 
 

朝礼など 
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■環境活動の取り組み計画と評価 

本社/工場 

取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

①電力の省エネ（基準年度比 76％） 

・エアコンを省エネタイプに更新 

・省エネ機器の導入 

基準：32,190.44kg-CO2 

目標：24,464.73kg-CO2 

実績：26,468.68kg-CO2 

基準比：82.23％ 

17.77％削減 

目標比：108.19％ 

8.19％増加 

 

（目標未達成） 

夏冬の冷暖房の使用頻度が多く目

標をオーバーしてしまった。 

体調管理に留意しつつ可能な限り

節電に取り組んで行きます。 

 

目標未達成の為、次年度削減比を

76％のままにします。 

 
**************************************************************************************************** 

取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

②自動車燃料の削減（基準年度比 78％） 

・営業ルートの効率化 

・カーナビ導入 

・低燃費車に更新 

・在庫管理と出荷情報の共有⇒加工所への

車使用頻度の削減 

基準：9,815.75kg-CO2 

目標：7,656.28kg-CO2 

実績：6,923.31kg-CO2 

基準比：70.53％ 

29.47％削減 

目標比：90.43％ 

9.57％削減 

（目標達成） 

車の使用頻度が減った為、削減出来

た。これからも効率の良い使用を心掛

けます。 

 

目標達成の為、次年度削減比を 75％

にします 
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**************************************************************************************************** 

取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

④節水（基準年度比 80％） 

・雨水利用による植木の水やり 

・節水弁(バルブ)取付け 

基準：80.00 ㎥ 

目標：64.00 ㎥ 

実績：61.00 ㎥ 

基準比：76.25％ 

23.75％削減 

目標比：95.31％ 

4.69％削減 

（達成） 

無駄な水の使用を控え節水意識を持っ

て行動した。 

 

 

目標達成の為、次年度削減比を 79％にし

ます 

 

取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

③可燃廃棄物の削減（基準年度比 65％） 

・ゴミの分別と削減 

・断裁ミスの削減 

・廃棄製品の再利用 

・端紙の使用 

・ミスコピー及びミスプリントの防止 

・スキャンによる資料保管でペーパーレス

化の推進を図る 

 

基準：2,880.00㎏ 

目標：1,872.00㎏ 

実績：2,400.00㎏ 

基準比：83.33％ 

16.67％削減 

目標比：128.21％ 

28.21％増加 

 

 

（目標未達成） 

倉庫内移動に伴う不用品廃棄増の

為、目標未達成となった。 

移動終了後、目標達成を目指しま

す。 

 

 

目標未達成の為、次年度削減比を

65％のままにします。 
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取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

⑤環境配慮製品の販売促進 

（基準年度比 145％） 

・エコマーク取得 

・有害化学物質の使用禁止 

・再生紙の使用 

・新商品の開発 

基準：6,192.66万円 

目標：8,979.36万円 

実績：8,615.77万円 

基準比：139.12％    

39.12％増加 

目標比：95.95％ 

4.05％減少 

（目標未達成） 

環境だけでなく防災にも力を入れ産

学連携新製品『ＢＩＹ防災バッグ』発売

による売上アップを図る。 

 

目標未達成の為、次年度増加比を 145％

のままにします 

 

 

【再生紙使用商品】 

古紙パルプ配合率 30％以上 

 

   白無地手提げ袋  白無地コーティングバッグ 白無地ビニールカバーバッグ 
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【紙とポリプロピレンに完全分別可能商品】 

 

         

 

【レジかご対応バッグ エコマイラインバッグ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境対応買い物袋 かんたんバッグ】 
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■環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 

適用される法規 適用される事項 本社/工場 

廃棄物処理法 一般廃棄物 ○ 

騒音規制法 製袋機･断裁機 ○ 

容器包装リサイクル法 包装資材商品 ○ 

家電リサイクル法 テレビ･エアコン･冷蔵庫･洗濯機 ○廃棄無し 

フロン排出抑制法 業務用エアコン ○廃棄無し 

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 

また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。 

 

 

■外部からの苦情・要望等 

 *中新開子供会：バザー用品提供のお願い⇒提供 

 *角田自治会：いきいきグランドゴルフ大会参加賞提供のお願い⇒提供 

 *大介ちゃん基金実行委員会：東大阪ふれあい祭りバザー協賛品提供のお願い⇒提供 

 

 

■緊急事態対応の試行・訓練 

緊急事態の想定：火災の発生 

実施日：2019年 6 月 7日 午前 8時 25分～8時 55分 

実施場所：物流作業場を想定した敷地内 

参加者：11名（社員及びパート） 

実施内容：石油ファンヒーター給油時、灯油漏れによる火災発生を想定し、これの対応手順のテスト

と水消火器による消火訓練を行う。 

評価：火災対応手順書と消火器の取扱い手順の再確認が出来た 

手順書の変更の必要性：なし 

 

 

■代表者による全体の評価と見直し 

見直しに必要な情報 

管理責任者の報告及び改善への提案 

[取り組み状況の評価結果] 

①環境関連法規制等の順守状況（環境関連法規等順守記録による） 

・2019 年 6月 3日に定期評価を実施した結果順守されている 

  

②問題点の是正処置及び予防処置の状況 

・2018 年度『電力の省エネ』『可燃廃棄物の削減』『環境配慮製品の販売促進』が目標未達成の為、

目標達成へ向けての取り組みかたを是正処置する。 

  

③前回までの代表者の指示事項への対応 

・目標数値の変更に伴う取り組姿勢と意識の向上を心掛けた 

  

＜改善への提案＞ 

・なし 
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[目標・環境活動計画の達成状況] 

（詳細は環境活動計画書による） 

目標項目 目標値 

達成状況 

活動計画 

実施状況 

コメント 

（目標値に対するコメント・活動計画に対するコメント） 

電力の省エネ × ○ 体調管理に留意しつつ可能な限り節電に取り組む 

自動車燃料の削減 ○ ○ 計画的な効率の良い車の使用による削減 

可燃廃棄物の削減 × ○ 分別及び再利用による削減 

節水 ○ ○ 無駄な使用は控える 

環境配慮製品の販売促進 × ○ 環境だけでは無く防災にも力を入れる 

  

＜改善への提案＞ 

・目標達成の為の取り組み方法を考えて行動して下さい 

  

[周囲の変化の状況] 

①外部コミュニケーション記録より 

・中新開子供会バザーへの協賛品提供依頼があり、商品を提供した。 

・角田自治会主催『いきいきグランドゴルフ大会』協賛品提供依頼があり、商品を提供した。 

・東大阪ふれあい祭りでの『大介ちゃんバザー』への協賛品提供依頼があり、商品を提供した。 

  

②環境関連法規制等の動向他 

・なし 

  

＜改善への提案＞ 

・なし 

  

代表者が自ら得た情報 

東大阪をホームとしたＦＣ大阪（JFL サッカーチーム）とスポンサー契約。 

ＦＣ大阪がＳＤＧｓの 1番目「貧困をなくそう」の活動として行っている貧困な子供たちへの寄付

に賛同してスポンサー契約を行う。 

特定の商品を販売すれば 1 枚に対して 5円を寄付することを考えています。これにより間接的に商

品を買っていただいた一般ユーザーを含めた弊社のお客様にもＳＤＧｓに参加していただくことが

できると考えています。 

 

 

代表者による見直し 

変更の必要性の有無・指示事項 

[環境方針] 

変更の必要性：   □有   ■無 

・変更なし 

 

[目標・活動計画] 

変更の必要性：   ■有   □無 

・SDGｓ活動として、貧困な子供たちへの寄付 

・敷地と建物のうち使用していなかった半分を売却することにより、すべての目標数字を変更する必要があ

ります。 
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[その他] 

変更の必要性：   □有   ■無 

・変更なし 

 

[総括] 

未達成項目に関しては昨年同様、健康に留意しながら目標に向けて努力を重ねていくことが必要です。 

昨年目標にしていた大学との産学連携商品のうち近畿大学のＢＩＹ防災バッグが新商品として発売すること

ができました。これを機会に新しい販路開拓を行い今までにない活動ができるようにしていきます。 

新しくＳＤＧｓに対する取り組みも行っていき、環境活動だけにとどまらない企業として社会に貢献する活動

を進めていきます。 

 

 

 

■ＢＩＹ防災バッグの紹介一覧 

https://www.youtube.com/watch?v=U_DjSLV2BlY&feature=share 

 

https://www.youtube.com/watch?v=U_DjSLV2BlY&feature=share

